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 産業経済研究所年報　No. 42 
ス の 教 育 支 援 の た め の 小 テ ス ト シ ス テ ム


































































































































































































































































































































































































































































































































































L. Hopkins のコレクションの中から Federal 
Bureau of Investigation Reports-FBI Survey of 
























で Treatment of Latin Americans of Japanese 
Descent, European Americans, and Jewish 
Refugees during World War Ⅱ : Hearing before 
the Subcommittee on Immigration, Citizenship, 
Refugees, Border Security, and International 
Law of the Committee on the Judiciary, House 
of Representatives, One Hundred Eleventh 
Congress, First Session, March 19, 2009 
（Washington: U.S. Government Printing Office, 
2009）; Commission on Wartime Relocation and 
Internment of Latin Americans of Japanese 
Descent Act: Report together with Dissenting 
Views, 111 Congress, 2nd Session, House of the 
Representatives, November 30, 2010といった議
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　 そ の 後 の 2013 年 ３ 月 22 日 に Deusche 
Sporthochschule Köln で 行 っ た 藤 井 の 講 演
は，日本の暴力・体罰の問題を絡めて，“Eine 





















































の研究会において，“Subjekt, Widerspruch und 



























































































































































































































































































































































































































































































 産業経済研究所年報　No. 42 
『デジタルアニメー ション─ FLASH の基礎技法─』















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































においては，日本研究所長の Stephen Dodd 先
生，Timon Screech 教授に，お世話になった。
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（1） New York et al v. Herman Miller: 1:08-CV-
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 産業経済研究所年報　No. 42 
02977, (S.D.N.Y., Mar. 25, 2008)
（2） World Home Center .Com v. Franke 
Consumer Products: 2011 WL 2565284, 
(S.D.N.Y., June 22, 2011)
（3） People v. Tempur-Pedic: 95 A.D. 3d 539, 
944 N.Y. S. 2d 518, 2012 WL 1583575, (May 8, 
2012)
２．テネシー州（州最高裁判決なし）
Sphar v. Leegin: 2008 WL 3914461 (E.D. Tenn. 
Aug. 20, 2008)
３．カリフォルニア州（州最高裁判決なし）
（1） California v. Derma Quest: Cal. Sup. Ct., 
Case No. RG 10497526 (Feb. 23, 2010)
（2） California v. Bioelement: Cal. Sup. Ct., No. 
10011659 (Jan. 11, 2011)
４．カンザス州（州最高裁判決あり）





















カンファレンス（39th Annual Conference on 



















































































Sang Charoen Tools Center（SCTC） の2社 を
訪問した。また，アユタヤ方面では，自動車部





































Course in English Phonetics（SCEP））に参加
した（ロンドン大学にはそれぞれ独立した複数












Pronunciation Dictionary の著者である John. 
C. Wells（UCL 音声学言語学部長 1990～2000，
UCL 名誉教授）が一時期ディレクターを勤めて
いた。現在のディレクターは，Michael Ashby 
（Senior Lecturer in Phonetics）。
　 コ ー ス は IPA Strand（IPA: International 
Phonetic Alphabet 国 際 音 声 記 号 ）と EFL 
Strand（EFL: English as a Foreign Language 
外国語としての英語教授）の２つに分かれてお
り，IPA strand は IPA examination 受験対策
の為のプログラムで世界のあらゆる言語の音声
を扱い，EFL Strand は英語のみの音声学を扱
う。私は EFL Strand に参加した。EFL Strand
はさらに，大学教員，大学院生，英語教員向
け の EFL Strand for academics, teachers and 
postgraduate students と 学 部 生 向 け の EFL 
Strand for undergraduate students に 分 か れ
ており，レベルや内容が異なる。講師は，こ
のプログラムのディレクターである Michael 
Ashby（Senior Lecturer in Phonetics）の他
に，Dr Beverley Collins（University of Leiden, 



























































　 現 在 私 が 関 心 を 持 っ て い る 音 の 連 結





Causes Difficulties in Listening Comprehension 











Collins, B. & I. M. Mees（1999）The Real 
Professor Higgins: The Life and Career of 
Daniel Jones, Mouton de Gruyter, Burlin.
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 産業経済研究所年報　No. 42 
日　時：2012年９月28日（金）14：00～16：30
場　所：阪南大学サテライト
テーマ： Plessners Anthropolog ie in der 
Sportphilosophie
 （プレスナーの人間学とスポーツ哲学）








































































































































































































































 産業経済研究所年報　No. 42 
　2012年 ６ 月20日 か ら ７ 月18日 ま で の 期
間，アラスカ大学アンカレッジ校言語学部




































































招聘研究者　ヨーク・セント・ジョン大学  Lecturer  地　村　孝　充
本学研究者　国際観光学部　 教　授 足　立　照　也




　 今 回 の 共 同 研 究 テ ー マ に 基 づ い て，
Association for Asian Studies や American 
Academy of Religion などの学会において，本
共同研究に関わる内容のパネル発表を行う計
画について打ち合わせを行った。阿満氏は，














































































































　 •  民間ボランティア，企業の CSR 活動として
の参詣道の保全活動の活発化（道普請，大
辺路刈り開き隊，大門坂の清掃活動）。
　 •  世界遺産であるということだけが理由では
ないが，地域住民の方が植物を植えたり，
家の周辺を掃除して下さる。
　 •  世界遺産登録後，環境省実施の歩道整備に
より気を使うようになった。

















　 •  国内観光客についてはリピーターの増加が
確認された。
　 •  海外からの観光客の増加。高野山は元々多
かったが，他の場所でも増加。
　 •  アジア，特に東アジアは巨大なマーケット。
ただ，時間をかけて世界遺産を堪能するの
は欧米からの観光客である傾向が強い。





　 •  観光協会が，地元のタクシーの運転手達を
対象に，おもてなしの講座等を実施。








　 •  世界遺産登録後，地域住民がより自主的に
町興し，観光に取り組む姿勢になってきた。

























 産業経済研究所年報　No. 42 
　フォルカー・シュールマン Volker Schürmann
教授は，戦後のドイツ哲学・スポーツ哲学を


















Schürmann 教授は Josef König の Der Begriff 
der Intuition が約90年前の著作ではあるが，H. 






















































































































































































































医療療養病床の削減を断念し現状維持する方針に転換したと 2008 年５月 24 日に発表した。
３） その後，介護療養病床の転換はあまり進展せず，厚生労働省保険局総務課の平成 22 年 12 月２日の第 43 回社会保障審議
会医療保険部会資料３「療養病床の再編について」によると，平成 22 年４月時点での介護療養病床数（概数）は 87142
で，廃止期限まで残すところ１年の時点でも多くの介護療養病床が残ったままになっていた。結局，その後，官報 2011
年６月 22 日号外第 131 号法律第 72 号（介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律）により，
































として得られる。本研究では、開示請求により平成 19 年～22 年の富山県のデータおよび平
成 22 年の大阪府のデータを入手した。これらのデータから得られる情報を用いて富山県と
大阪府の在宅看取りの現状を明らかにする。 
	 まずは、在宅看取り数が０である在支診7の数をみてみると、富山県における平成 22 年の
在支診 44 のうち在宅看取り数が０である在支診は 19 であった。また平成 21 年、20 年は
在支診 41 のうち在宅看取り数が０である在支診は 19、平成 19 年においては在支診 29 の
うちの 12 で在宅看取り数が０となっている。一方、平成 22 年の大阪府でみてみると在支
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 まず、９つのケースについて、ケースごとに考察を試みる。ケース 1～4 の在支診ではあ
る程度の数の患者を診ていることから１年間に死亡する患者もある程度存在する。このう
ち、ケース 2 とケース 4 は医療機関等での死亡患者はある程度いるが、在宅で看取られる
患者が少ない、もしくは０のケースである。例えば、図３の「診療所（19）」や図４の「診
療所（29）」をみると、患者数がある程度あり、死亡患者もある程度いるが、在宅看取り数









































































































































































































































































































































































































































































































































 産業経済研究所年報　No. 42 
◇科学研究費補助金研究成果公開促進費採択一覧





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Modularity of Plant Meta-
bolic Gene Clusters: A Trio of 
Linked Genes That Are Collec-
tively Required for Acylation of 
Triterpenes in Oat 
共 The Plant Cell／












Susan J. Rosser, 


































































































































































































Policy and socio-cultural issues 
to be addressed when imple-
menting CLIL into Japanese 
Primary Schools









Addressing the socio-cultural 
barriers to the implementation 
of CLIL into Japanese primary 
schools
共 TriCLIL 2012 ,  Internat ional 
Roundtable on CLIL Programmes
／Universitat Autonma de Barce-
lona
2012／5
Benefits and Problems in In-
troducing CLIL to Japanese 
Primary Schools
単 33rd Thailand TESOL Interna-
tional Conference／Pullman Khon 





















































The Credit View Revisited ― 























I n s t i t u t i o n a l  d e s i g n  o f 
watershed committees in Japan
単 Local commons and democratic 
environmental governance ／
United Nations University Press
2013／3 332-348
（17）


































Pr i v a t i z a t i o n  Neu t r a l i t y 
Theorem Revisited



















































共 ミネルヴァ書房 2012／5 178-217
／295
第５章「獄中ノー
ト　 Ⅱ 」 担 当， 小















































Structural VAR Analysis of 
Debt, Capital Accumulation, 
and Income Distribution in the 
Japanese Economy: A Post-
Keynesian Perspective











A Dynamic Analysis of Debt-
led and Debt-burdened Growth 
R e g i m e s  w i t h  M i n s k i a n 
Financial Structure
単 『Metroeconomica』63-4／Wiley 2012／11 634-660
（27）
Household Debt ,  Dynamic 
S t ab i l i t y ,  and  Change  i n 
Demand Creation Patterns
















Native Speaker Criteria in CPH 





S t a t i s t i c a l  A n a l y s i s  o f 
Questionnaire Survey: Case 



















Safety Nets against Health 






Does Labor Migration Offer 
Opportunities for Meeting Pro-
spective Spouses? The Case of 
Migrant Workers in Cambodia
































単 京都労働学校／ラボール京都 2012／10 講師
ガブリエル・マルセルの時代観
を考える
単 京都労働学校／ラボール京都 2012／11 講師
ガブリエル・マルセルの人間観
を考える
単 京都労働学校／ラボール京都 2012／11 講師
− 82 −

















Readings in Business & Admin-
istrative Sciences
―Strategy, Innovation & En-
trepreneurship, Technology, 
Manufacturing Management, 
Culture, and Social Responsibil-
ity―




















茂 樹， 藤 澤 武 史，
伊田昌弘，諸上茂
登， 田 端 昌 平， 桑
名義晴，高橋浩夫，
古沢昌之，富山栄


































































A Study on International e-
Procurement in Japanese Retail 
Industry
単 『Occasional Paper』No.54 ／




















“The Impact of International 
e-Procurement in the Retail In-
dustry”











A 3D CAD Engine with Data 
Models based on International 
Standards
共 Proceedings of 12th International 
Conference on Construction Ap-




wa, E., Monobe, K., 








北川 悦司 , 田中 成















































田中 成典 , 窪田 諭 , 
北川 悦司 , 物部 寛



































































司， 中 村 健 二， 井
上晴可，苗炳鍇
学会発表（国際会議）
A Three-Dimensional CAD En-
gine: Implementing Parametric 
Modeling
共 Proceedings of the Eighth Inter-
national Conference on Engineer-





wa, E., Monobe, K., 
Nakamura, K., and 
Tanaka, S
Fundamental Research con-
cerning a Three-dimensional 
CAD Engine
共 Proceedings of the Eighth Inter-
national Conference on Engineer-




Monobe, K., Kubota, 
S . ,  Kitagawa, E. , 
Nakamura, K., and 
Tanaka, S
Research for Measuring Veloc-
ity and Direction of Current 
from Dynamic Image
共 Proceedings of Joint 6th Interna-
tional Conference on Soft Com-
puting and Intelligent Systems 
and The 13th International Sym-




F u k u s h i m a ， S . , 




Research of Technology for 
Recognizing Photography Man-
agement Items from Image 
Data of Construction Fields
共 Proceedings of Joint 6th Interna-
tional Conference on Soft Com-
puting and Intelligent Systems 
and The 13th International Sym-




K i t a g a w a ， E . ，















経営学史事典［第２版］ 共 文真堂 2012／5 304頁 経営学史学会編
「 レ ン ト と 準 レ ン
ト」
















サステナビリティと中小企業 共 同友館 2013／3 221-234
（4）
足立辰雄編著



























































The Effects of Alliance on the 
Development of SMEs: A Lon-
gitudinal Case Study in Japan









































































































































共 阪南大学関智宏ゼミナール 2013／3 報告書
田　上　博　司
著書



















































A PLAGIARISM DETECTION 
SYSTEM FOR REPORTS 
BASED ON A LARGE-SCALE 
DISTRIBUTION ENVIRON-
MENT USING IDLE COM-
PUTERS
共 Proceeding of the 15th IASTED 
International Conference on Com-
puters and Advanced Technology 
in Education CATE 2012 ／ The 
International Association of Sci-






A Case Study: a metrics for 
meeting quality on a software 
requirement acquisition phase
共 Proceeding of International Con-
ference on Product Software 
Development and Process Im-
provement Profes2012 ／ Product 

















Mobile Health Care Support 
System for Anti-obesity
共 Proceedings of International Con-
ference on Applied and Theoreti-




T. Maeda and Y. 
Ando and Y. Fuku-
shige and M. Yama-
moto and T. Asada
Health Care Education System 
For Mobile Devices
共 Proceedings of IADIS Internation-




T. Maeda and Y. 
Ando and Y. Fuku-
shige and M. Yama-
moto and T. Asada
Mobile Health Education Soft-
ware Framework Focused on 
Granularity of Message
共 Proceedings of World Conference 
on Educational Multimedia, Hy-
permedia & Telecommunications 




T. Maeda and Y. 



















Mobile Health Education Soft-
ware Framework Focused on 
Granularity of Message
共 World Conference on Educational 





T. Maeda, Y. Fuku-
shige and T. Asada
Sport Skill Analysis through 
Data Mining from Motion Pic-
ture
共 Proceedings of IADIS Interna-




T. Maeda,  M. Fujii 
and I. Hayashi
− 88 −




Time Series Data Analysis for 
Sport Skill
共 Proceedings of the 2012 12th 
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e r e n c e 
on Intelligent Systems Design and 




T. Maeda,  M. Fujii 
and I. Hayashi
Skill Analysis with Time Series 
Image Data
共 Proceedings of the Interna -
t i o n a l  C on f e r e n c e  o n  S o f t 















ドイツの環境倫理思想と脱原発 単 『季論21』18／本の泉社 2012／10 126-138
（13）

































Subjekt, Widerspruch und Frei-


















































共 社会保険労務士総合研究機構 2013／3 72頁 田村豊・山崎憲昭
社労士総研の研究
プロジェクトの成









































人， 松 下 孝 昭， 堀
田典裕
− 90 −






















































































単 『JELS 30』／日本英語学会 2013／2 104-110
（7）
What Causes Difficulties in 
Listening Comprehension for 





























EU　欧州統合の現在 共 創元社 2012／10 284頁 はじめに，プロロー



































単 『東洋学報』 94（3）／東洋文庫 2012／12 1-34
（33）










単 市民講座／川西市多田公民館 2012／6・7 講師
諸子百家の時代①儒家と道家　
②墨家と兵家　③儒家と法家
単 市民講座／川西市緑台公民館 2013／2 講師
長谷川　恵　洋
論文













































Evil and Death: Natural, Social 
and Faith Perspectives
単 CSJR（Centre for the Studies 
of Japanese Religion）Seminar 




















Bringing “Our Buddhism” Back 
Home: Nisei Buddhists and 
the Development of Japanese 
American Buddhism





















































































































































単 鳴門地域地場産業振興センター 2013／2 講師およびシンポ































The Distribution and Function 
of Lodging Facilities in Osaka, 
Japan: Implications for Urban 
Restructuring and Inbound 
Policy-making
単 32nd International Geographical 





































単 『VOICE』／毎日放送 MBS 2012／7 コメント放映
特集 千客万来!? 西成に人を呼
び込め










単 『News & Sports で，どうなん！』
／テレビ大阪
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